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高校授業料無償化を求める意見書 
 

 

 

 上記議案を糸魚川市議会会議規則第 14条の規定により提出します。 

  



高校授業料無償化を求める意見書 
 

今日、全国で約３割の高校生が私立高校で学んでいます。私立高校は公立高校と同様

に公教育として重要な役割を担い、建学の精神に基づき特色ある教育を実践し、学業は

もとよりスポーツ・文化活動においても大きな成果を上げ、大きく貢献しています。 

令和７年２月に自民党・公明党・日本維新の会が「高校授業料無償化」について合意

したことを受けて、公私ともに年収910万円以上の全世帯に年額11万8,800円を支援す

るための予算を計上した修正予算が３月31日に成立しました。３党合意では、令和８年

度から授業料支援額を令和７年度の私学授業料平均額に相当する45万7,000円に引き

上げ、年収590万円の所得制限を撤廃することも盛り込まれています。しかし、文部科

学省は令和７年度の制度拡充を今年度限りの「高校生等臨時支援金」とし、令和８年度

については「所得制限の撤廃や私立高校等の加算額の引き上げも含めたいわゆる『高校

授業料の無償化』を別途検討中です」としています。合意されている内容を着実に実施

するよう要望します。 

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。 
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